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近
頃
、
昭
和
史
が
ブ
ー
ム
ら
し
い
。
ブ
ー
ム
に
乗
っ

た
わ
け
で
は
な
い
が
、
私
は
五
年
前
か
ら
、
有
志
数
人

で
集
ま
り
、
昭
和
史
の
専
門
家
を
招
い
て
、
デ
ィ
ベ
ー

ト
を
す
る
の
が
、
趣
味
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る
。
最
大

の
関
心
事
は
、「
日
米
開
戦
は
、
な
ぜ
避
け
ら
れ
な
か
っ

た
か
」
と
い
う
テ
ー
マ
。
太
平
洋
戦
争
の
要
因
を
突
き

詰
め
る
と
、
私
は
次
の
三
つ
に
集
約
さ
れ
る
と
考
え
て

い
る
。
一
つ
目
は
、
リ
ー
ダ
ー
の
不
在
。
こ
れ
に
つ
い

て
は
、防
衛
大
学
校
長
、五
百
旗
頭
真
先
生
の
著
書
『
日

本
の
近
代
６
』（
中
央
公
論
新
社
）
に
詳
し
く
書
か
れ

て
い
る
。
二
つ
目
は
、
エ
リ
ー
ト
教
育
の
失
敗
。
元
経

産
省
官
僚
で
今
回
の
衆
議
院
選
挙
に
初
当
選
さ
れ
た
斉

藤
健
氏
は
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
ば
か
り
作
っ
て
し
ま
っ

た
日
本
の
エ
リ
ー
ト
教
育
の
過
ち
を
著
書
『
転
落
の
歴

史
に
何
を
見
る
か
』
で
批
判
し
て
い
る
。
そ
し
て
三
つ

目
が
、
他
人
と
違
う
言
動
を
許
さ
な
い
、
日
本
人
特
有

の
同
調
主
義
。「
バ
ス
に
乗
り
遅
れ
る
な
」
と
い
う
言

葉
に
象
徴
さ
れ
る
日
本
大
衆
社
会
の
同
調
主
義
的
圧
力

に
つ
い
て
、『
昭
和
十
年
代
の
陸
軍
と
政
治
』（
岩
波
書

店
）
を
著
し
た
筒
井
清
忠
先
生
（
我
々
の
勉
強
会
の
先

生
）
が
、い
く
つ
か
事
例
を
挙
げ
て
解
説
さ
れ
て
い
る
。

日
本
を
対
米
開
戦
に
向
か
わ
せ
た
最
大
の
要
因
は
、

一
見
矛
盾
し
て
い
る
よ
う
だ
が
実
は
、
軍
部
に
し
か
る

べ
き
リ
ー
ダ
ー
が
い
な
か
っ
た
こ
と
に
尽
き
る
、
と
私

は
思
う
。満
州
事
変
か
ら
太
平
洋
戦
争
ま
で
一
貫
し
て
、

「
国
家
の
た
め
に
戦
争
す
べ
し
」
と
唱
え
た
政
治
家
や

軍
人
は
皆
無
だ
っ
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
戦
争
に
突

入
し
た
の
は
、
そ
の
時
に
声
が
大
き
い
中
堅
の
軍
人
が

陸
軍
大
臣
さ
え
も
無
視
す
る
と
い
う
下
克
上
体
質
が
陸

軍
に
あ
っ
た
か
ら
で
は
な
い
か
。

太
平
洋
戦
争
で
惨
敗
を
喫
し
た
の
も
、同
じ
理
由
だ
。

「
軍
事
力
の
差
は
明
ら
か
だ
っ
た
」「
最
初
か
ら
負
け
戦

と
わ
か
っ
て
い
た
」
と
い
う
人
が
い
る
が
、
そ
れ
は
事

実
と
異
な
る
。
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
不
在
ゆ
え
の
「
作
戦

負
け
」
だ
っ
た
の
だ
。
開
戦
時
の
日
本
海
軍
と
ア
メ
リ

カ
太
平
洋
艦
隊
の
戦
力
を
比
較
す
る
と
、
日
本
軍
の
ほ

う
が
僅
か
で
は
あ
る
が
優
位
で
あ
っ
た
の
に
、
真
珠
湾

攻
撃
の
成
功
で
、
功
を
焦
っ
た
作
戦
参
謀
が
、
判
断
ミ

ス
を
犯
し
た
。ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
海
戦
も
、時
期
尚
早
だ
っ

た
と
今
か
ら
考
え
る
と
推
測
で
き
る
。
現
在
の
軍
事
研

究
家
た
ち
も
、「
ア
メ
リ
カ
の
疲
弊
を
待
っ
て
か
ら
突

入
し
て
い
れ
ば
、
ガ
ダ
ル
カ
ナ
ル
島
を
奪
取
で
き
て
い

た
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
当
時
の
軍
部
に
は
、
戦
術
の

ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
は
い
た
が
、
戦
局
全
体
を
見
渡
し
た

上
で
、
指
揮
を
取
れ
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
的
リ
ー
ダ
ー

が
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
こ
そ
が
、
太
平
洋
戦
争
と
い
う

愚
を
犯
し
た
最
大
の
要
因
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

「
リ
ー
ダ
ー
不
在
」
問
題
は
、
昭
和
史
全
体
に
共
通

す
る
テ
ー
マ
で
、
戦
前
史
を
た
ど
っ
て
も
、
ま
っ
た
く

同
じ
こ
と
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
張
作
霖
事
件
を
皮

切
り
に
、
満
州
事
変
、
日
中
戦
争
、
ノ
モ
ン
ハ
ン
事
件

を
起
こ
し
、つ
い
に
日
米
開
戦
へ
―
―
。
こ
の
流
れ
も
、

も
と
は
と
い
え
ば
、
天
皇
陛
下
や
陸
軍
大
臣
の
指
令
を

無
視
し
て
、
陸
軍
の
中
堅
参
謀
が
、
突
っ
走
っ
た
結
果

だ
っ
た
。
し
か
し
、
戦
前
決
し
て
立
派
な
リ
ー
ダ
ー
が

皆
無
だ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

政
治
家
で
は
原
敬
、軍
人
で
は
永
田
鉄
山
の
二
人
は
、

戦
前
の
日
本
で
は
希
少
な
「
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
型
リ
ー

ダ
ー
」だ
っ
た
が
、両
者
と
も
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
屈
し
て
し

ま
っ
た
。
も
し
二
人
が
健
在
で
、
軍
部
の
統
率
に
成
功

し
て
い
れ
ば
、日
本
の
歴
史
は
変
わ
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

経
営
に
も
通
じ
る
こ
と
だ
が
、
真
の
リ
ー
ダ
ー
は
、

有
事
に
こ
そ
進
む
べ
き
方
向
を
自
ら
決
断
し
、
人
を
動

か
す
勇
気
と
自
信
が
必
要
だ
。

戦
前
・
戦
後
を
通
し
て
昭
和
史
を
振
り
返
る
と
、

四
〇
年
周
期
で
国
家
の
危
機
と
絶
頂
が
訪
れ
て
い
る
。

列
強
の
植
民
地
化
を
明
治
維
新
で
乗
り
越
え
欧
米
化
を

進
め
た
日
本
は
、
四
〇
年
後
に
日
露
戦
争
で
、
戦
勝
国

と
な
り
、
国
際
社
会
の
表
舞
台
に
立
っ
た
。
そ
の
四
〇

年
後
に
太
平
洋
戦
争
に
突
入
し
て
敗
戦
国
と
な
り
ど
ん

底
を
経
験
す
る
。
し
か
し
、
奇
跡
的
な
経
済
復
興
を
成

し
遂
げ
、
四
〇
年
後
、
バ
ブ
ル
絶
頂
期
に
は
ジ
ャ
パ
ン

ア
ズ
Ｎ
Ｏ
・
１
と
さ
え
も
称
さ
れ
た
。
バ
ブ
ル
崩
壊
後
、

一
〇
数
年
経
て
、
現
在
は
経
済
大
国
の
地
位
か
ら
転
落

し
つ
つ
あ
る
。
つ
ま
り
、
日
本
と
い
う
国
は
過
去
の
失

敗
の
本
質
を
正
し
く
検
証
せ
ず
、
今
に
至
っ
て
い
る
の

だ
と
思
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

（敬称略）小長啓一→野々内隆→根來泰周→石弘光→武藤敏郎→高橋温→増田寛也→西澤潤一→内田盛也→中原恒雄→今井敬→室伏稔→上島重二→
西室泰三→依田巽→重延浩→吉村作治→中川武→池内克史→中島秀之→元村有希子→石倉洋子→内永ゆか子→秋池玲子→冨山和彦→五藤信隆→伊藤
公平→吉田晃→森浩生→井田純一郎→前田伸→澁谷耕一→蓑田秀策→武内英史→大澤真→谷口智彦→渋澤健→野田智義→三谷宏幸→グレン・Ｓ・
フクシマ→柏木茂雄→橘・フクシマ・咲江→新浪剛史→奥谷禮子→金丸恭文→竹川節男

※本コーナーは、弊会ホームページでもご覧いただけます。

次
号
は
、
ヤ
マ
ト
㈱
代
表
取
締
役
会
長
、

長
谷
川
澄
雄
氏
に
お
願
い
し
ま
す
。

1981年独協医科大学医学部卒
業。1989年慶應義塾大学医学部
にて医学博士号取得。1989年医
療法人社団健育会副理事長。
1995年より現職。経済同友会幹
事（医療改革委員会委員長、医
療・介護プロジェクト・チーム委
員長）

リレーエッセイ 今月のご執筆者に次号のご執筆者をご紹介いただいております。
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